
 

 

 

 

 今回から５回にわたって、「修学旅行道中記」を連載します。修学旅行の一端を味わっ

ていただければと思います。では、はじまりはじまり。 

【１日目】 

 ２２日（水）、天気は晴れ。少し肌寒いくらい。一昨日までは天候が不順だったが、修

学旅行期間中は、上々の天気の予報。日中は暑いくらいに。とにかく天気の心配がないこ

とに感謝感謝の朝だった。 

 集合場所はサンリバー四万十。次々に車から降りて集まってくる子どもたち。学校が異

なるということもあるせいか、少し緊張した面持ちの子どもが多かった。 

５分前には全員が集合。６時３０分から出発式を行った。 

 児童代表の心優さんが次のように話した。 

「今日から３日間、５校連合で修学旅行に行きます。

修学旅行では、実際に見聞きし、新しいこと学び、

たくさんの友だちをつくりましょう。それから、上

手なお金の使い方を学び、楽しい思い出をつくりま

しょう。私は、野球を始めて見るのでとても楽しみ

です。そして、みんなでホテルに泊まって過ごすの

も楽しみです。楽しく過ごすために、ルールを守り、

他の人に迷惑をかけないようにしましょう。見送り

に来てくれたお家の人や先生方、ありがとうござい

ます。今から元気に出発します。３日間留守にするけれど、元気に過ごすので心配しな

いでください。帰ってきたら思い出話をたくさんするので、楽しみにしていてください。

では、みんなで行ってきますを言いましょう。礼、いってきます！！」 

 続いて、団長の私から、大切にしてほしいことを３つ話した。 

●気持ちのよい言葉をたくさん使いましょう。「よろしくお願いします」「ありがとうご

ざいました」「はい」「わかりました」「いいね」

「すごいね」「大丈夫」…。きっと、楽しく旅行が

できると思います。 

●人の話をきちんと聴きましょう。バスの中や見学

地でのガイドさんの話、案内の方々の話、班で集合

しての先生の話など、静かにじっくりと話を聴き

ましょう。びっくりしたり、感動したりする話もあ

ります。そのときは、心を動かしながら聴きましょ

う。 
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５月の生活目標：規律正しい生活をしよう！ 
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●友だちの良いところをたくさん見つけましょう。バスの中で、見学地で、ホテルの中で

など、集団で行動する中で、友だちの良いところ、感心なところをたくさん発見し、友

だちを見つめ直し、しっかりつながりましょう。 

この３つのことを大切にして、最高の思い出となる修学旅行にしましょう。 

 出発式の間、子どもたちはしっかりと話し手を見つめながら、話が聴けていた。 

 

 今回、旅のお世話をしてくださったのは次の方たち。 

 ◆バスガイドさん：下西鉄子さん  ◆運転手さん：武田雅博さん（四万十交通） 

 ◆添乗員さん：中東賢一さん（四万十トラベル） 

 たくさんの見送りの人たちに手を振って、総勢２９名の

修学旅行団の出発となった。 

  

 ガイドさんと行程を確認。たくさんの楽しみと一緒に、

大切な平和学習でしっかり学びましょうと話してくださっ

た。 

 バスの中で、改めて自己紹介をしていった。子どもたち

は、名前と学校名、住んでいる所などを話した。その後、

ビンゴゲーム。最初は緊張していた子どもたちも、次第にリ

ラックスしていった。松山港までの道中は、ガイドさんが説

明をしつつ、質問をしつつ、進んでいった。とにかく、松山

城が見えると松山城にまつわる話…、など、次々に話が飛び

出してきて、下西ワールドに引き込まれていった。 

 

 フェリーに乗り込み出港。子どもたちからは「おなかがす

いた」。朝食が早かったから無理もない。ちょっと早かった

が、１１時１０分ごろ昼食にした。イスに座り、みんなが楽

しそうに話しながらお弁当を頬張っていた。その後、トラン

プをするなど、思い思いに過ごしていた。他のお客さんも多

数乗っていたが、迷惑をかける子は一人もいなかった。 

 

広島・呉港へ上陸。大和ミュージアムへ。２つの班に分か

れ、ボランティアガイドさんに館内を案内していただいた。

全長２３．６ｍもある１０分の１の戦艦大和の模型の前で、

子どもたちは話を一生懸命聴き、旅のしおりに次々メモを

していった。神風特攻隊の零式艦上戦闘機や人間魚雷「回

天」の前で、話に力が入る案内の方。戦争の悲惨さを語る

一方で、「大和を作った技術は、戦後の復興で貢献した」

と思いを語ってくれた。 

 隣接する「てつのくじら館」。実際に使われていた潜水

艦が展示してある。機械や機器むき出しのその中に入って

行った。子どもたちは「すごい！」「風呂、狭っ！」。こ

の中で生活するのはすごくストレスがかかるだろうなあと

思った。潜望鏡からはきれいに外の世界を見ることができ

た。何かほっとした気分になった。 

～つづく～ 


